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今治発展の歴史とDNA

今治の歴史には「進取の気風」「温故知新」のDNAが存在。他地域では衰退した産業を
新たに温めることで現在の代表的産業（海事/塩/タオル）を確立してきた

1160
村上海賊の先
祖が越智大島
に居を構える 1683

波止浜湾で
塩田開発が
始まる

1870
今治・大阪間
で貿易船運航
が始まる

1894
蒼社川の水質を活かし、
今治タオルの製造が始まる

1970年代
【塩】

化学塩の台頭で伯
方島の自然塩が廃
止。存続運動が起
こり塩田製法を用い
た塩の認可を取得

1879
四国初の
キリスト教会
設立

1922
四国初の国際港
として、今治港が
開港

1800年代
波止浜湾の船大
工は船の建造・
修繕を活発化

1902
波止浜湾で近代造船
工業が成立

1950年代
【海事】

造船会社による鋼
船コストダウン、金
融機関の協力によ
る年賦払いで鋼船
購入が容易になり
船主が急増

2006年～
【タオル】

今治タオルプロジェク
ト開始。価格競争
で市場シェアが低下
する中、品質&ブラ
ンド向上、海外展
開等により復活

進取の気風・温故知新

今治のDNA

豊かな自然環境、瀬戸内海の交通要衝、村上海賊の末裔として
「進取の気風」「温故知新」のDNAが息づく

2024
海事都市
今治未来
基金を設置

2009
第1回

バリシップ

2005
市町村合併で
「海事都市今治」

誕生

1999
しまなみ海道
部分開通

2022
今治港
開港100年



今治市の過去・現在・未来の姿

今治発展の歴史も踏まえ、産業・個人・社会の観点から、旧ビジョン策定当時の状況を起
点として、今後20年間に想定される変化も織り込み、未来のありたい姿を導出しました

過
去

(

20
年
前)

現
在

(

強
み
・
弱
み)

未
来

(

あ
り
た
い
姿)

今治市のポジション

産業（しごと） 個人（ひと） 社会（まち）

既存船建造・保有・運航の国内主要拠点
市町村合併に伴い、海事バリューチェーンが
網羅された
船主・海運・造船・舶用を中心とした安定
産業

既存船建造・保有・運航の国内トップ拠点
海事バリューチェーンが確立されている点が強
みであり、協調の機運も高まり
船主・海運・造船・舶用を中心とした安定
産業

海事産業の魅力が不十分/伝わらず、働き
手が来にくい
技能者育成の組織や仕組みが誕生
海外人財は少数

海事産業の魅力が不十分/伝わらず、働き
手が来にくい
男性/若手対象の技能者育成が中心
海外人財を海事産業における一時的な労
働力として活用

市民における海の魅力認知は希薄
市町村合併に伴い、海事都市今治が誕生

市民における海の魅力認知、海事都市とし
ての誇りは希薄
国内トップクラスの海事都市として認知

国内1海事都市（市町村合併で「海事都市・今治」が誕生）

国内トップ海事都市（国内建造船2割を市内造船所が建造。国際的認知度も獲得）

しごと・ひと・まちが躍動する国際海事都市“IMABARI”

建造・所有・運航が相互連携・深化
したグローバル海事拠点
次世代技術対応のためのバリュー
チェーン上の協調領域を拡大
新プレイヤーが参加し、活力に溢れ、
稼げる産業への転換

海事産業の魅力が向上/伝わり、働
き手が増加
次世代船に対応できる高度技術者・
技能者の育成&獲得
海外人財を、コミュニティの一員として
受け入れ

海/海事都市の魅力向上で、市民が
誇りを感じ、まち全体で魅力発信
国際海事都市としてのプレゼンスを
発揮

国際的で多様性に富む海事産業 多彩な人財が集い・育ち・働く 多文化が共生する魅力ある地域
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しごと・ひと・まちが躍動する国際海事都市“IMABARI”

将来像として「しごと・ひと・まちが躍動する国際海事都市“IMABARI”」を掲げ、実現のため
にしごと・ひと・まちという3つの基本方針とし、8つの取組の方向性を示します

＜将来像＞
しごと・ひと・まちが躍動する
国際海事都市“IMABARI”

＜基本方針2：ひと＞
多彩な人財の

活躍支援

＜基本方針3：まち＞
多文化が共生する
地域の魅力創出

＜基本方針1：しごと＞
多様性に富む

海事産業への進化

海事産業の生産性と
船舶生涯価値の向上1

産業・生活が融合した
グローバル海事都市の構築8

次世代船対応における
協調領域拡大2

海事産業と市民生活の
接点強化7

海外人財の獲得&定着6

技術者・技能者の
育成&獲得&循環5

海事産業の魅力向上に
よる潜在関心層の増加4

新技術の受容を通じた
海事エコシステムの進化&拡大3
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取組の方向性（1/2）

取組の方向性に沿った施策イメージをそれぞれ整理。これからより具体的な施策を検討して
いくことで、血の通った取組として海事都市今治の魅力を高めていくことを目指す

海事産業の生産性と
船舶生涯価値の向上

次世代船対応における
協調領域拡大

新技術の受容を通じた海事
エコシステムの進化&拡大

海事産業の魅力向上による
潜在関心層の増加

取組のねらい・概要 主な施策イメージ

1

2

3

4

船のライフサイクルバリュー最大化につながる取組を需要側・供給側・
支援側が行い、建造量・船腹量の増加を狙いつつ、延⾧線上で海事
産業の魅力向上（活力があり、働きやすく、稼げる産業）に繋げる

 生産性向上のための先進技術
導入支援

 船の生涯価値に繋がる支援

次世代船に関して、ひと・インフラ・サービスの観点から協調領域を特定
し、企業間連携で解消。日本としての経済安全保障にも貢献

 技術交流・実証のための環境・イ
ンフラ整備

 新技術導入に向けた支援サービス

技術実装の迅速化や技術レベル向上を実現するため、スタートアップ・
他産業・海外から新技術・知見を取り込みつつ、多様性に富む海事
エコシステムへ進化。今治市を含む瀬戸内広域連携で、海事エコシス
テムを拡大

 他産業・海外プレイヤーとの連携
促進

 スタートアップの参入・育成支援

今治市における海事産業の魅力訴求&デジタル・AIを組み合わせたプ
ログラム実施&必要な海事関連スキルの可視化によるキャリアアップ
ルートの具体化を通じて、人財の流入促進を図る（小中高大＋社会
人＋外国人）

 海事産業の魅力を訴求するコン
テンツ整備

 海事キャリアの魅力訴求

しごと

しごと

しごと

ひと
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取組の方向性（2/2）

取組の方向性に沿った施策イメージをそれぞれ整理。これからより具体的な施策を検討して
いくことで、血の通った取組として海事都市今治の魅力を高めていくことを目指す

技術者・技能者の
育成&獲得&循環

海外人財の獲得&定着

海事産業と
市民生活の接点強化

産業・生活が融合した
グローバル海事都市の構築

5

6

7

8

取組のねらい・概要 主な施策イメージ

高度技術者・技能者の育成&獲得のため、育成～リスキリング～キャ
リアアップを一貫性をもって制度設計。次世代船で必要とされる新技
術を持つ人財を獲得&育成&循環するための仕組みを構築

 専門教育機関の拡充
 瀬戸内人財循環に向けた広域
連携体制構築

仕事だけでなく、生活・文化を含む総合的な魅力で高度技術者を含
む海外人財に訴求。海事産業における海外との交流がきっかけとなり、
市の様々な場所で新たな活力を創出

 海外人財の受入・定着支援
 海外人財が暮らしやすい街づくり

市民が海をより身近に感じ、海事都市の一員として、今治市への愛
着が湧く取組を実施。また、海/海事に関連した複数のコンテンツを整
備し、市内全域で賑わいを創出

 海を身近に感じる体験コンテンツ
の整備

 海＆海事へのシビックプライド
醸成

国際海事都市としてのブランド力により、ビジネス・レジャーの双方で国
際観光拠点を目指す。海事関連の産業・施設・イベントで、国際交
流の機会が創出され、市民と世界の人々が日常的にふれあう

 国際海事都市を体現するインフラ
の整備

 国際シティプロモーションの促進

ひと

ひと

まち

まち
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【海事クラスター】

新海事エコシステム

主要海事プレイヤーで構成される海事クラスターをベースとしつつ、他産業・スタートアップ・海
外プレイヤーなどで新海事エコシステムを形成し、3つの基本方針に取り組みます

海運船主造船舶用

金融

資金・経営支援

部材
供給

船舶
貸出

荷主
海運サービス提供

エネルギー
提供者

教育 行政

港湾港湾インフラ
提供

船舶
発注

公的支援海事人財の育成・供給

他製造業

新技術の提供

周辺産業
（素材・鋼材・計器）

商社

新部材の提供 新商流の提供 新燃料の提供

スタートアップ
（デジタル・AI）

観光
（今治市）

デジタル
人財育成
で連携

海事産業の
魅力訴求で連携

資金支援（学生）

MICE 海外の都市

資金支援（外国人）

企画・運営等で連携
姉妹都市
等で連携

海外から送客相互に送客

海
外
人
財
の
供
給

デ
ジ
タ
ル
人
財
の
育
成
・
供
給

主要海事プレイヤー 新プレイヤー

＜基本方針1：しごと＞
多様性に富む海事産業への進化

＜基本方針2：ひと＞
多彩な人財の活躍支援

＜基本方針3：まち＞
多文化が共生する地域の魅力創出

10

船舶
供給

今治海事都市発展ビジョン
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取り組みロードマップ

海事産業の魅力向上、街と海事の共生の段階的なステップアップを経て、海事産業と
地域や市民生活が密着した“瀬戸内の世界都市”への進化を目指す

海事産業の稼ぐ力と魅力の向上
 生産性向上のための先進技術
導入支援

 スタートアップの参入・育成支援

海事産業への人財流入促進
 海事の魅力を訴求するコンテンツ
整備

 専門教育機関の拡充
 海外人財の受入・定着支援

魅力あふれる
海事産業への変革

新技術・新プレイヤーの参入加速
 技術交流・実証のための環境・
インフラ整備

 他産業・海外プレイヤーとの連携
促進

海洋関連の次世代産業創出
 船の生涯価値向上に繋がる支援
 新技術導入に向けた支援サービス

国際感覚と地域愛を併せ持った
人財の輩出
 海事キャリアの魅力訴求
 海外人財が暮らしやすい街づくり

海洋関連の人財と次世代技術が
集まる“海のシリコンバレー”
 瀬戸内人財循環に向けた広域
連携体制構築

“しごと”
多様性に富む
海事産業
への進化

“ひと”
多彩な人財の
活躍支援

国際交流拠点・環境の整備
 国際海事都市を体現するインフラ
の整備

 海を身近に感じるコンテンツの創出

海事産業と地域とが一体となった
街づくりの推進
 海＆海事へのシビックプライド醸成

瀬戸内と世界を結ぶ主要玄関口
 国際シティプロモーションの促進

“まち”
多文化が
共生する地域

海事クロスポイントの実現 瀬戸内の世界都市

Blue
Economy
における

世界的拠点
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